
令和４年度（２０２２年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 

＜ 学校名：熊本市立託麻東小学校＞ 

１ 取組の概要報告   

（１）取組の概要 

項

目 

活動の様子（写真） 取組の実際 

宣

言 

 １ 節電につとめます。 

・教室を使わない時は、電気（照明・エアコン・扇風機）

のスイッチの切り忘れ０を目指します。  

  ・天気がよく晴れた日の廊下や掃除、昼休みの節電につと

めます。 

２ 燃やすゴミの削減に努めます。 

  ・紙を大切に使います。 

３ 校舎、校庭、運動場の美化・緑化につとめます。 

   ・土のリサイクル・心かがやけ月間の取組 

行

動 

 

 

 

 

 

 

１節電 

・事務室の窓側は、日当たりが良いので緑のカーテンを作り、

エアコンの消費電力の削減に努めた。 

・掃除時間中は、エアコンや電気のスイッチを切って節電に努

めるように放送委員会がよびかけている。 

２燃やすごみの削減・紙資源のリサイクル 

・紙資源・可燃物の回収（環境委員会） 

環境委員会の児童が、毎週火曜日にゴミ倉庫前に立ち、紙ご

みと可燃ごみの回収をしている。 

・給食残菜調べ（給食委員会） 

 給食委員会では、毎日残菜調べを行っている。 

・PTA活動で、月に一回段ボールの回収を行っている。 

・職員は、会議を完全ペーパーレスにして連絡は、タブレット

のチームズを使っている。また、職員室の可燃物と紙資源ご

みの回収は学年ごとに当番制で行っている。 

３美化緑化 

・環境委員会では、1学期に全校に向けて、環境について、掃

除用具の使い方についてなどを児童集会で発表し意識を高

めた。(後述) 

・土のリサイクル（栽培委員会） 

緑化委員会により児童が使った植木鉢の土は、腐葉土にして

リサイクルしている。委員会活動の時間に、腐葉土づくりを

行っている。 

・「心かがやけ月間」に各学年の取組の中に、除草作業や落ち

葉集めなどの活動を取り入れた学年もあった。 



記

録 

環境委員会 1学期の取組 

① 節電について 

② 地球環境と節電について 

③ 掃除用具の片付け方 

環境委員会 2学期の取組 

① ポスター(節電) 

② ロイロノート資料 

(掃除用具の片付け方) 

そのほかの取組 

① 各学年による土のリサイク

ル 

② 「緑の少年団」による花壇

の花の植え付け 

環境委員会の呼びかけ<１学期> 

節電、節水、環境について、掃除用具の使い方以上の 4点に

ついて児童集会で全校児童に向けて、呼びかけを行った。(環

境委員会の希望者) 

(左写真参照) 

① 具体的に節電の仕方(電気のスイッチを切るタイミングな

ど)について周知した。 

② 節電と地球環境の関連について、調べたことを集会を通し

て周知した。 

③ 掃除用具の片付け方ついて具体的に写真を使って、示し

た。 

④ このほか、水道の使い方や蛇口の扱い方についても知らせ

ることができた。 

 

環境委員会の取組<2学期> 

２学期は、環境委員会所属の児童全員で取り組んだ。内容は、

節電、節水、掃除用具の使い方などについて、いずれか一つを

選択してグループで取り組んだ。ポスターや動画を作成して全

校児童へアプローチをした。 

① ポスターを作成して、校内に掲示した。 

② ロイロノートの資料箱に入れて、3学期に活用予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

<そのほかの取組> 

① 植木鉢に植えている各学年の植物に使用する土は、リサイ

クルしている。主に中学年以上で行なっている。 

 

② 「緑の少年団」は、校内の花壇に季節ごとの花を植えて校

内美化に努めている。 

 

③ 11月の「心かがやけ月間」では、挨拶運動のほかに校内の

美化活動(落ち葉集めや雑草取りなど)にも各学年で取り組

んだ。 



見

直

し 

 ・本校に続いている校内緑化に取り組む姿勢は、継続したい。 

・職員に関しては、ＩＣＴを活用して紙資源の消費を減らす取

組をしていくことが望ましいと考える。 

・節電に対する意識をもう少し高める必要がある。使用しない

時の電源スイッチを切る習慣を児童も職員も徹底したい。 

・パソコン、電子黒板、書画カメラなど ICT を使用すること

で、電気使用量も増えていくと思う。放課後職員がそれらの

スイッチをきちんと切る習慣をつけたい。 

 

（２）成果と課題 

成 果 課 題 

・環境に配慮し、土のリサイクルを行った

り、会議資料の完全デジタル化に努めたり

したことは、成果があったと考えられる。 

・環境委員会では、児童集会での呼びかけや

全校への周知の取組を通して、意識を高め

ることができた。 

・緑の少年団も、校内や地域の緑化に努めて

いる。 

・学校規模が大きく、出るゴミや紙ゴミも相

当な量になるのが現実である。 

・今年度は、環境委員会の活動で全校に呼び

かけができたが、今後の課題としては、より

一層環境に対する意識を高める取組を考え

る必要がある。 

 


